安佐動物公園し尿浄化槽等維持管理業務仕様書

　本業務は、浄化槽法（昭和５８年法律第４８号）その他関係法令に基づき、次のとおり安佐動物公園内のし尿浄化槽等維持管理（機械室含む）、し尿処理浄化槽汚泥搬出及びし尿浄化槽腐敗分離槽清掃を行うものである。

１　業務施行場所

　　別添位置図のとおり

２　規模等

し尿浄化槽　　　処理能力　　１，３７０人槽

　　　　　　　　　　日平均汚水量　　３５０㎥

　　　　　　　　　処理方式　　長時間ばっ気方式

腐敗分離槽　　　８機（内訳は腐敗分離槽一覧表のとおり）

３　業務項目・回数等一覧
	項　　目
	回　数
	備　考

	し尿浄化槽維持管理点検
	長時間ばっき方式1370人槽
	週1回
	

	水質検査
	長時間ばっき方式1370人槽
	月１回
	

	腐敗分離槽汚泥引き抜き
	8箇所、４5㎥（腐敗分離槽一覧表参照）
	年１回
	12月の木曜日

	し尿浄化槽汚泥搬出
	箇所：調整槽、沈砂池、計量槽

１回当たり搬出予定数量：42㎥
	年１回
	８月の木曜日


４　し尿浄化槽等維持管理点検及び水質検査
　(1)　維持管理点検は、毎週１回行うこととする。

　(2)　点検に当たっては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び広島市浄化槽指導要綱に基づき、　　　本協会の認定した浄化槽技術管理者が実施する。

　　ア　沈砂池

　　　　過度に沈積した土砂等は除去し、搬出処理すること。

　　イ　調整槽

　　　　ディフューザーが正常に運転するよう、維持管理すること。

　　ウ　ばっ気槽

　　 (ア)　ばっ気槽内に必要な活性汚泥濃度を保つため、沈殿槽より適正な汚泥返送を行うよう調整すること。

　　 (イ)　ＭＬＳＳは、ＢＯＤ・ＭＬＳＳ負荷率がおおむね０．０５kgBOD/kgMLSS日以上０．３kgBOD　　　　/kgMLSS日以下であるように保つこと。

　　 (ウ)  ＳＶ濃度は、正常な汚水処理ができるよう維持管理すること。

　　 (エ)　ばっ気攪拌装置が正常運転できるよう維持管理すること。

　　エ　沈殿槽

　　 (ア)　汚泥返送エアポンプは、正常な運転ができるよう維持管理すること。

　　 (イ)　汚泥の返送が正常に行われているか確認すること。

　　 (ウ)　越流ぜきは、沈殿後の上澄水を均等に流出させるため、夾雑物の付着がないよう清掃する　　　　こと。

　　オ　消毒槽

　　 (ア)　消毒薬は、次亜塩素酸カルシュウム錠を使用すること。

　　 (イ)　残留塩素は、０．２ＰＰｍ以上の数値がでるよう維持管理すること。

　　カ　汚泥貯留槽

　　 (ア)　余剰汚泥は、汚泥貯留槽に貯留し、貯留状況を記録すること。

　　 (イ)　余剰汚泥の抜き取りが必要となった場合には、抜き取り清掃を行い、適正に処分すること。

　　 　　 なお、業務完了時（平成２７年３月３１日～平成３０年３月３１日）には全て抜き取り清掃を行うこと。
キ　維持管理点検時に簡易測定機器により下記の検査を行い、「汚水処理施設点検記録表」（別紙１）に記入し、本協会に提出するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○は、検査箇所を示す。）

	　　　項目

箇所
	気温
	水温
	透視度
	ＰＨ
	ＳＶ３０
	残留塩素
	ＤＯ

	流入水
	○
	○
	○
	○
	
	
	

	ばっ気槽水
	
	○
	○
	○
	○
	
	○

	放流水
	
	○
	○
	○
	
	○
	


ク　水質検査は、本協会の認める分析機関により下記のとおり実施し報告すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○は、検査箇所を示す。）

	項　目
	水量
	ＰＨ
	ＢＯＤ
	ＣＯＤ
	ＳＳ
	ＭＬＳＳ
	大腸菌群
	Ｎヘキサン
抽出物質
	窒素
	燐

	回数

箇所
	月１回
	月１回
	月１回
	週１回
	月１回
	月１回
	月１回
	月１回
	週１回
	週１回

	流入水
	
	
	○
	
	○
	
	
	
	
	

	ばっ気
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	

	放流水
	○
	○
	○
	○
	○
	
	○
	○
	○
	○


　　ケ　分析は、「排水基準を定める総理府令の規定に基づく環境庁長官が定める排水基準に係る検出方法」に規定する方法によるものとする。

　　コ　各機器の注油、グリス等の補給調整を適宜行うこと。

　　サ　ブロワー（４基）

　　 (ア)　常に正常に作動しているかどうか作動状況を確認し、記録すること。

　　 (イ)　グリスは、３か月に１回補充又は交換すること。

　　 (ウ)　ギヤオイルは、１か月に１回補充又は交換すること。

　　 (エ)　ベルトは、緩み、摩耗、損傷等に留意し、必要に応じ交換すること。

　　 (オ)　フィルターは、汚れた都度清掃又は必要に応じ交換すること。

　　シ　水中ポンプ（５基）

　　 (ア)　常に正常に作動しているかどうか作動状況を確認し、記録すること。

　　 (イ)　オイルは、６か月に１回交換するものとする。

　　 (ウ)　毎月１回引き上げて清掃及び外観点検を行うこと。

　　ス　レベルレギュレター

　　　　引き上げて清掃及び作動検査を行うこと。

　　セ　操作盤

　　　　各部分の作動状況の確認を毎月１回行い、記録し報告すること。

　　

５　し尿浄化槽腐敗分離槽清掃
腐敗分離槽清掃箇所一覧表

	名　　　　　称
	槽の容量
	実施時期
	施行場所

	 キリン裏便所分離槽
	１７㎥
	１６０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 ステージ横便所分離槽
	１７㎥
	１６０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 スイギュウ横便所分離槽
	１７㎥
	１６０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 山の手便所分離槽
	１７㎥
	１６０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 野鳥の森便所分離槽
	１７㎥
	１６０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 展望台便所分離槽
	１２㎥
	１１０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 正門便所分離槽
	４９㎥
	４８０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 食堂便所分離槽
	１９㎥
	１８０人槽
	１２月の木曜日
	別添図２のとおり

	 　　　　　計
	１６５㎥
	
	
	


　(１)　廃棄物の収集及び運搬に当たっては、流失しないよう注意すること。

　(２)　廃棄物の抜取後における槽内の洗浄及び張水は、十分に行うこと。

（３） 実施日時の決定にあたっては事前に発注者と協議すること。
６　し尿浄化槽汚泥搬出

	箇所
	業務内容
	汚泥搬出予定数量
	実施時期

	調整槽、

沈砂池、

計量槽
	１　調整槽の上澄水を浄化槽へ移す。
２　残りの底部汚泥を全て抜き取る。

３　高圧洗浄機で槽内を清掃する。
	１回当り４２㎥
	８月の木曜日


（１）実施日時の決定にあたっては事前に発注者と協議すること。

 （２）廃棄物の収集及び運搬に当たっては、流失しないよう注意すること。
 （３）廃棄物の抜取後における槽内の洗浄は十分に行うこと。
７　業務実施に当たっての留意事項

　(１)　受注者は、浄化槽法第１０条第２項に該当する浄化槽技術管理者を定めるとともに、委託業務の実　　施に当たっては、浄化槽管理士の資格を有する者が行うか若しくは浄化槽管理士の資格を有する者　　の監督の基に行わなければならない。

　(２)　委託業務の実施に当たっては、事故防止に万全を期し、各機器等の設備に故障が生じた場合又は点検等により正常に作動していない場合は、直ちに措置を行い、発注者へ状況を報告するものとする。

　(３)　受注者は、委託業務の全部又は一部を第三者に行わせてはならないが、水質検査については、発注者の承認する分析機関に再委託することができる。

　(４)　業務の履行に際しては、あらかじめ発注者と事前に協議して、業務の日時、作業方法等の詳細につ　　いて定めるものとする。

８　報告事項等

　(１)　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の住所・氏名等を報告するとともに、前項(1)の資格を証する書類の写しを提出して、その承認を得なければならない。現場責任者及び従　　業員に変更があったときも、同様とする。

　(２)　広島市みどり生きもの協会委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は、次のとおりとする。

　　　ア　「汚水処理施設点検記録表」（別紙１）を点検毎（週１回）に提出して発注者の確認を受けるものとする。

　イ　水質検査報告書は、業務実施月の翌月の１０日（ただし、３月分については、３月３１日）まで

　　に提出し、発注者の確認を受けるものとする。

　　　ウ　「し尿浄化槽腐敗分離槽清掃作業記録表」（所定様式）を清掃作業実施月の翌月の１０日までに

　　　　提出して発注者の確認を受けるものとする。

９　委託業務に必要な経費のうち、電気料及び水道料は発注者の負担とするが、その他の経費は全て受注者の負担とする。

10　この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については、発注者と受注者において協議して定めるものとする。

